20110626　1部礼拝

結論あるクリスチャン(ヨハネ21:25）

今日、ヨハネの福音書の最後の部分になりました。最後というのは、「こういうことだったのか」という結論を出すことができるタイミングであると思います。ぜひ、今日、ヨハネの福音書に、いったい何が書いてあったのか、また、どのような結論をキャッチすべきなのか、それが、私たちのこれからの信仰生活に、どのような意味を持つのかを、しっかりと吟味していかなければいけないと思います。
ヨハネの福音書を書いた著者は、最後の部分で、このように言っています。「この他にも、たくさんイエスさまが行っていたことはあるが、それを全部、いちいち書こうとすると、それは世界を倉庫にするとしても、納めることはできないだろう」と。つまり、この他にも、たくさんある中で、必要な部分だけを選び出し、書き記して、このようなヨハネの福音書になったという意味です。そして、この書物を書いたのには意図があり、必要な何かのために、必要な部分だけを選び出して、書き記したものなので、言いたいことがあり、メッセージがここにあります。そのために必要なメッセージだけを選び出したので、その目的のためには、これで十分で、他にもいろいろイエスさまが行われたことはたくさんあるけれども、このヨハネの福音書に書き記した内容だけで目的は十分、達成できたという意味があります。ヨハネの福音書を振り返りながら、キリストにあって、私たちの人生を正しく、まじめに、整理していきたいと思います。最後になりますので、整理されていないといけないでしょう。それが、最後という意味ではないでしょうか。そのようにすれば、新しい祝福の扉が開かれ、新しい祝福の人生がスタートするようになりますので、ぜひ、ここから結論をキャッチして、固く握っていただきたいと思います。それがヨハネの福音書が言いたいことであるし、これを書いた使徒ヨハネの言いたいことであるし、神様がクリスチャンである私たちに言いたいことでもあります。そのような意味合いを持って、ヨハネの福音書の結論をまとめたいと思います。ヨハネの福音書にはおもにどのような内容が書かれているのでしょうか。何を言いたかったのでしょうか。
　
1． 世はやみに覆われている
それは、まず、この世の中は暗やみに覆われているということを言いたかったのです。ですから、それを結論としてまとめないといけません。ヨハネの福音書の長い手紙、文章、聖書の箇所をとおして、私たちはこのようなメッセージを動かない結論として、しっかりと握っていかないといけません。この世は、外見、外側がどうであれ、やみの力に覆われているところなのです。
１）ヨハネ1：5、8：44
　ヨハネの福音書のスタート、１章５節には「光が、暗やみに来た」という表現があります。つまり、世の中はすでに、やみに覆われているということです。それが、一番よくわかる箇所が、ヨハネの福音書8章44節です。残念ながら、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものである」と言われています。目に見えない悪魔という暗やみの世界を握っているものが、今、この世を支配しています。それが、ヨハネの福音書が書かれている理由であり、ヨハネの福音書をとおして言いたいことであり、最後をまとめながら、私たちが「そうだった。そうなのだ」という結論を握っていないといけません。この世はものすごい発展を遂げているに違いありません。それにもかかわらず、この世はやみに覆われて、捕らわれているところです。
２）偶像や宗教、迷信、肉、拒否
その結果、形がどうであれ、偶像に走るしかないし、いくら一生懸命頑張っても、特に教会であっても宗教を作って宗教に走るしかないとヨハネの福音書に書かれています。やみに覆われている証拠が何かというと、ニコデモのような聖書を教える教師でさえ、宗教になるしかないのです。なぜでしょうか。この世はやみに覆われているからです。世の中がやみの力に覆われているという一番の証拠は、神殿の中で商売をしたり、すべてが目に見えるかたち、形式にして拝むような偶像に走り、宗教になるしかない世の中になってしまったことです。また、池の水がかき回されたときに、そこに入ると病気が癒されるというような迷信に、多くの人が捕らわれて人生を生きています。なぜ、世の中には、このような迷信が力をふるっているのでしょうか。この世は暗やみに覆われているからです。そして、世の中がやみに覆われている証拠として、霊的なことはまったく理解できないまま、肉しかわかりません。肉のこと以外には理解できないのです。それで、イエスさまの奇跡を見たにもかかわらず、パンを食べて満腹になった以外の理由は見つけることができないのです。一言、パンを食べてお腹が満腹になった奇跡の、本当の霊的な意味を少し解き明かしてしまうと「どういう話なのか分かりません」とみんな去っていきました。これが、この世と言うところです。肉に捕らわれているのです。肉しか理解できません。霊的なことがまったく理解できない理由は、この世はやみに覆われているからです。これがヨハネの福音書が私たちに言いたいことです。「この世はどんなにすごいものがあっても、どれほどの知識が積まれていたとしても肉的なことしか理解できない。この世はやみに覆われているところなのだ」と。やみに覆われている一番の証拠が何かというと、その結果、神様を拒否し、イエス・キリストを拒否し、神様の愛のしるしである福音、グッドニュース、ゴスペルをいらないと拒否するのです。暗やみが光のほうに来ようとしていないと。この証拠を集めたものがヨハネの福音書です。特にパリサイ人やユダヤ人、ユダヤ教に入っている人々が、イエスさまがおっしゃることに対して見せる反応を見ると、この世の中は、やみの力に覆われているとすぐわかります。そのような内容がヨハネの福音書に細かく、わかりやすく書かれています。今まで、私たちは、それを細かく、細かく考えてきたわけです。ですから、最後の結論のところで、私たちの心の中では、すべての実験が終わって、最後の結論、答えなのです。すべての薬の処方などは終わって、最後にエキスとして絞られるものなのです。これが、みなさんの心の中にエキスとなってしっかりと刻み込まれるように。永遠に動くことのない結論として。これがヨハネの福音書が終わるところで、私たちが神様から与えられる祝福です。この世はやみの勢力に覆われて、捕らわれています。それで、偶像や、宗教、迷信、肉に走り、その結果、福音を、神様を拒否して背いてしまうことしかできません。
３）解けない苦しみや葛藤、悲しみ、不安、さまよい
　それで、人間の力ではどうしても解けないさまざまな苦しみや葛藤をおぼえて生きるしかありません。やみに覆われているので。それから、悲しみに捕らわれて、不安の中で、どこに答えがあるか知らないまま、さまよい続けるようになるしかありません。その様子が、ヨハネの福音書にはよく書かれています。ニコデモのようにすべてを手に入れた者であっても葛藤があるのです。時には死の悲しみに捕らわれて、涙を流す場面もあります。それから５回離婚して、６回目は入籍もできないまま、人の目を避けて生きている人生や、38年間、治らない病気に捕らわれてずっと苦しんでいる人々の様子が、このヨハネの福音書に書かれています。問題は、それらが解けないのです。なぜ解けない苦しみや病気、さまざまな虚しさ、悲しみを抱えて人生を生きるしかないのでしょうか。この世はやみに覆われているから、そうなるしかありません。
４）イエスさまを十字架にかけるほど
それから、この世の中が本当にやみの力に捕われている一番の証拠が何かというと、光として来られたイエスを十字架につけて殺すほど、この世の中は腐っているし、暗やみに捕らわれています。これが証拠です。イエスを十字架につけるほど、それがバロメータなのです。この世にはいろいろな話があり、いろいろな論理、意見があり、また、いろいろな発展も、輝かしいものもたくさんあるかもしれません。それにもかかわらず、この世は根本的に暗やみに捕らわれてイエスを十字架につけるほど、光を消そうとするほど、暗やみに捕らわれているところなのです。それがヨハネの福音書の結論です。
2． イエスさまは光として世に来られた
それから、ヨハネの福音書の最後を終えるところで、私たちが結論として握っていないといけないのは、イエスさまはそのようにやみに捕らわれている世に光として来られたメシヤです。それがヨハネの福音書が言いたいことです。光が世に来ようとしていたとあります。ヨハネの福音書の特徴は、イエスさまが暗いやみに捕らわれているこの世に、悲しみや不安に捕らわれ、解けない苦しみに捕らわれ、さまよっている世に光として来られました。イエスは光です。イエスはよみに捕らわれている世の希望です。イエスは光として来られたのです。そのことが細かく証言されています。それでイエスさまは、他の人は手をつけることができない様々な問題を癒して治しました。それは治すことが目的ではなく、イエスはこの暗やみに捕らわれている世に、光として来られたメシヤだと証しするためです。
１）38年間の患者、５つのパンと２ひきの魚、生まれつき見えない人、死んだラザロ
それで、38年間絶対に治らない病気を抱え、迷信に捕らわれ、がっかりしている病気の患者さんを、イエスさまはみことばをもって、癒されました。イエスは光です。それから、神様以外にはできない奇跡を見せられました。５つのパンと２ひきの魚をもって５千人以上の人を食べさせ、12かごくらいパンが余りました。そのような奇跡を行なわれました。なぜでしょうか。イエスは光だからです。そして、現場で姦淫の罪を犯した女の人で、律法によると殺されるしかない、どうすることもできないジレンマに捕らわれていた女の人の人生を、イエスさまは助けられました。だれもそのジレンマから、人の人生を助け出すことはできないと思い込んでいました。実際、世の中では助けることができないのです。イエスはその女の人を許して、助けられました。なぜでしょうか。イエスは光なので、暗やみに捕われている人生を助けることができるのです。イエスは光としてこの世に来られました。それから、生まれつき目が見えない盲目の人の目を治しました。そののち「今まで歴史上、地球が誕生して以来、生まれつき目が見えない人を、一言で目が見えるように治した人を見たことがあるのか。これは神様しかできない」と周りの人も話していました。イエスは、その目の見えない人を見えるように光を与えられました。イエスは光として来られました。決定的な証拠は、ラザロが死んでお墓の中に葬られて、もう腐って匂いがするときに訪ねられ、死んでいたラザロを生き返らせました。「ラザロよ、出てきなさい」と命じられると、ラザロがお墓の中から歩いて出てきました。なぜでしょうか。イエスは光として来られたからです。イエスは人間のかたちをとっていらっしゃいましたけれども、人間ではなくて神様ご自身であり、私たち人の問題を、暗やみに捕らわれている人を助けるために、人のかたちをとって、この世に来られた神様ご自身です。そのことを証明する内容です。ヨハネの福音書は、この世は身分が高いか低いか、財産があるかないか、学歴がどうなのか、健康なのか病気なのかに関係なく、根本的にこの世はやみの力に覆われているところなのだと言っています。つまり希望がありません。良いことはないのです。何をしても解けない問題を抱えて、人生苦しむしかありません。虚しくなるしかありません。それがヨハネの福音書が私たちに教えていることです。そこにイエスは光として来られました。イエスさまはその証しとして、いろいろなことを行って、見せていらっしゃいました。
２）神殿を清め、海を歩き、過ぎ越しの主人公
ときには、乱れている神殿に入られて、怒りを覚えながら神殿を片づけることまでやりました。なぜでしょうか。イエスは光として来られたからです。それから、ときには海の水の上を歩いて、弟子たちのところに現れたこともあります。海の上を歩いていきました。みなさんは海の上を歩けるのでしょうか。ある学者は、たぶん右の足が沈む前に左の足を出した、そして、左の足が沈む前に、右の足を出したりすれば歩けるだろうと言いましたが、理論的には可能でも、実際には不可能です。神様以外にはできません。でも、イエス・キリストは水の上を歩いて弟子たちのところに来られました。イエスは光なので。そして、イスラエルの祭りのときにイエスさまは「わたしのところに来なさい。わたしを信じる者は心からいのちの泉がわき起こるようになるだろう」と大きな声で叫びました。「その祭りの主人公がわたしなのだ」と。それから、過ぎ越しの祭りを守るときにも、イエス・キリストは最後に弟子たちを集めて、最後の晩餐を守りながら、「これが過ぎ越しの祭りで、わたしがその主人公なのだ」と。神殿を片づけながらも、「わたしがその神殿なのだ」とおっしゃいました。それがヨハネの福音書の話であり、証言です。
３）十字架と復活
イエスは光として来られた一番、決定的な証拠は、預言どおりにイエス・キリストが私たちの身代わりとして、十字架にかけられ、すべてを完了したと宣言し、死なれました。これがイエスが光として来られた一番の証拠です。そして、十字架で死なれたあと、三日目に死者の中からよみがえられて、復活なさいました。イエスは光です。世の中は暗やみに覆われて、イエスはその暗い世の中に光として来られた方なのです。最初から約束され、預言されたとおりの光として来られました。それがヨハネの福音書の言いたいことです。他にもイエスさまが行ったことはたくさんありますけれども、このヨハネの福音書にこれを書いた理由は、イエスは光だということを証明するために、証しするために書いたというのが結論です。
みなさん、これが本当に動かない結論にならないといけません。特に、今、ヨハネの福音書の最後を終わろうとしています。信仰の一番大切な内容、信仰のカラーは、結論として心に刻み込まれないといけません。ほとんどが、いつでもフラフラ揺れるようなもの、いつでもどこか飛び散っていくようなものになっているのですが、信仰はそれでは成り立ちません。私たちの信仰の内容は結論なのです。聖書はそのような意味で書かれ、今私たちに語っています。聖書を読むと「そうなのか」と結論として、動かないものになって、みなさんの心に刻まれるように。本当にこの世は暗やみに覆われ、滅びるしかない、そういうところでしょうか。希望がまったくないそういうところでしょうか。解けない問題を抱えて、苦しみさまようしかないところなのでしょうか。それなのに、なぜこの世の中がそんなに好きなのでしょうか。結論がまだ出ていないのではないでしょうか。みなさん、そのような世の中で、知識を学び、勉強して、なにかを目指して頑張っています。その目的はいったいなんでしょうか。まだ、結論が出ていないのではないでしょうか。この世にあるもののために生きるわけではありません。それは結論がまだ出ていないからです。聖書がお話している内容が、私たちにとって信仰になっていないし、結論になっていないからです。この世は暗やみに覆われています。一言で言いますと、ただこの世にあるものだけでは意味がありません。それなのに、私たちは大きな大きな意味をそこにつけて、人生を生きていこうとしているのではないでしょうか。ヨハネの福音書は今、結論として変えることができない、動かすことのできない結論として語っています。「この世は希望のない、良いことない、やみの力に覆われているところで、滅びるしかないところなのだよ。なぜ勉強しているのか。なぜそれがそんなに好きなのか」と問いかけていらっしゃいます。イエスだけが光なのです。それで、イエスは、私たちを金持ちにさせるために、私たちを成功させるために来られた方ではなくて、結果として私たちの心に癒しが与えられるでしょうけれども、そのためでもありません。この暗やみに捕らわれている私たちのたましいを助けるために来られた光なのです。希望がまったくない、解けない問題に捕らわれている、暗やみの奴隷になっている世の中に光を照らすために来られた光であり、希望なのです。他には希望がありません。「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものである」と、その悪魔に支配され暗やみの王国に変わっているこの世の中に、悪魔のしわざを打ち破って勝利をおさめ、光へと一人一人のたましいを導きいれるために来られました。イエスは光なのです。イエスはメシヤなのです。希望のない世の中に唯一、希望になる方です。暗やみに捕らわれている世の中に、光としてイエスが来られました。イエスさまがどのような方なのか証ししているのです。「見なさい。５つのパンと２ひきの魚をもって５千人以上、食べさせたではないか。イエスは光なのです。死んだラザロを生き返らせたのではないか。ほら、イエスは光なのだよ」と言いたいのです。それが結論としてまとまらないといけません。そのように絞らないといけません。
3． イエスさまを信じ受け入れると
それならば、イエスさまの目的は何でしょうか。光として来られたイエスを信じて受け入れるとどうなるのかと言いたいのです。どうなるのでしょうか。このイエスを信じて受け入れないといけませんと言いたいし、受け入れるとどうなるのでしょうか。これが結論なのです。
１）神様の子ども（ヨハネ1：12）
だれでも、この光として来られたイエスを救い主として信じて、受け入れたものには神の子どもになります。暗やみの人生はすべて終わり、光の国へと導かれ、神の子どもになります。これがヨハネの福音書の結論なのです。「だれでもイエス・キリストを信じ、受け入れたものは神の子どもになる特権が与えられる」。これがヨハネの福音書の結論です。だれでもイエスを信じて受け入れたものは新しく生まれて、永遠のいのちの祝福にあずかるようになるというのが、ヨハネの福音書の結論です。私たち人間に必要なもの、人生の完璧な勝利は、神の子どもとなり、暗やみの世界から救い出され、新しく生まれて永遠のいのちにあずかることこそが祝福であり、必要なことで、人生の勝利なのです。それが光として来られたイエスを信じるときにそのようになりますというのが結論です。「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためです」（ヨハネ3:16）ヨハネの福音書５章24節には「まことに、まことに、あなたがたに告げます。 わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、 永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死から命に移っているのです」とあります。だれでも光として来られたイエスを信じる者は人生が変わります。暗やみの人生は終わり、光の人生に導きいれられて神の子どもに変えられる、これがヨハネの福音書の結論です。ですから、これ以上、余計なことをしないで、これ以上、余計な心配しないで、これ以上、いろいろなところに首を突っ込み、さまよい続ける人生を終わりにして、主イエスを信じなさい。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれ ひとり父のみもとに来ることはありません」（ヨハネ14:6）とイエスさまは今、おっしゃっているのです。だれでもイエスのところに、イエスを信じるように。イエスさまは待っていらっしゃいます。イエスさまは招いていらっしゃいます。イエスは光として来られたので、過去がどんな過去であったのかは関係ありません。だれでも光として来られたこのイエスを、ただ信じて心に受け入れること、イエスが光であると認める人、その人はだれでも神の子どもになります。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものであると言われた存在が、神の子どもに変えられます。しかも、永遠に変わることができないように、永遠のいのちを持つようになります。神様が永遠にその人のところに来られて、その人とともにいて、その人を自分の子どもにして、最後の最後まで守り導き、勝利を与えられるようにいつもいつもともにいる存在に変えられます。他の聖書にはこう書いてあります。イエスが光なので、イエスを信じること以外にはもう、希望がありません。道もありません。答えはそれだけなのです。イエスを信じるとだれでも古いものは過ぎ去って、すべてが新しくなると言われています。それが結論なのです。ヨハネの福音書を全部読みました。結論はなんでしょうか。「なるほど、この世は暗いところだ。解けない問題を抱えてアップアップしているところで、このままでは滅びるしかないところなのだ。どこに行っても希望は見当たらない。イエスが光としてこの世に来られたのだね」その徹底的な証拠は十字架で死なれて、三日目によみがえられたということなのです。「なるほど、そうだったのか、そこなのか。イエスを信じます。イエスを救い主として信じて心に受け入れます。イエス様だけが希望であり、光です。暗やみの人生、暗い人生を終わりにしてください」それがヨハネの福音書の目的です。それが結論なのです。「ヨハネの福音書を全部、読んだのか。イエスさまを信じなさい。信じると永遠に神の子どもになります。神様が永遠にあなたとともにいるようになる」ということです。
３）使命ある人生に（21：15-17）
どれほど、神の子どもとして変えられるか、人生が変わるかというと、先週、私たちが最後に確認したように、イエスさまを信じると、イエスは光なので、信じたとたん、神の子どもになり、祝福の存在になると同時に、この暗やみに捕らわれている世の中に光を照らして、この世を変え、人々を助け出すことができる存在に変わるのです。イエスを信じると、その人が昨日信じたのか、今日信じたのか関係なく、信じたとたんに、この暗やみの世を変える、光を照らすことができる使命ある人生に変えられます。これは特権です。「いや、私は教会に通ってまもないので、できません。私には資格がありません。また、私は今忙しく、やることがいっぱいあるので、私は経験がないので」というのは、すべて言い訳です。イエスが光であるということをぜひ、覚えてください。光を受け入れたとたんに、みなさんの内側に光がありますので、みなさんの力とは関係ありません。存在そのものが、イエスを信じた人は、一人の例外もなくすべてが伝道者として召されるようになったのです。これがイエスさまを信じることです。自分でそれに気づいて、伝道の祝福を味わうかどうかは、その人次第でありますが、イエスさまを信じることそれ自体が、伝道者になるということです。これから、信仰が与えられて、訓練を受けることによって、伝道者の格好を正しく備えるというのは、具体的に現れるだけであって、イエスさまを信じることイコール、伝道者なのです。なんと幸いでしょうか。先週のメッセージをもう一度、思い出してください。掃除ばかりしかできないと思っていた自分を、ミュージカルのステージの真ん中、センターの主役としてピックアップされます。それに対して気分悪いという人はいません。「私がこれをまっとうできるのでしょうか。私にそういう能力、力があるのでしょうか」とうれしいと同時に、恐れる気持ちは理解できます。でも、そのときに、おっしゃいます。「心配しないで。これから、わたしがやるから、あなたは信じるだけで十分です」それで安心しながら「そうですか。資格がない。ライセンスもない、なんのいさおもありませんけれども、私は伝道者で、王である祭司だと確信を持ちます」と告白します。他の何かにだまされたり、惑わされることがないようにしてください。これがヨハネの福音書の結論です。伝道者というのが結論にならないといけません。「私はイエスさまを信じることによって神の子どもになる、最高に祝福された身分になる」というのが結論になると同時に、一緒に同じタイミングで、イエスを信じると、ヨハネの福音書を照らしてみると、イエスは光なので、この世は暗やみに覆われているわけですから、イエスを信じた自分は伝道者です。「私は伝道者をやりたくありません」と言っても、伝道者です。これは変えられません。結論なのです。
結論

だから、ヨハネの福音書が終わると同時に、みなさんの中に、このような結論が絞られ、エキスになって、永遠に動かないもの、永遠に消えないものとして、心の中に、心臓、ハートの中に刻み込まれるようにしないといけません。これが、結論というものなのです。どれくらい長い歴史の年数なのかわかりませんが、なぜ、神様は長い間、歴史を動かして、イエス・キリストを送って、また、いろいろな教会の働きをとおして、また、聖書も書き記して残して、私たちに読ませたのでしょうか。なぜ、今の私たちが教会に来るようになり、このような話を聞くようになり、今のいろいろな状況に置かれるようになったのでしょうか。この結論のためです。イエスが光なので、イエスを信じてもらって、イエスを信じることによって、神の子どもにするために、同時にこの世を生きる間、最高に価値ある、名誉ある、祝福の人生を生きてもらうために、つまり、伝道者にするためにそのようにされました。それが私たちにとって結論でないといけません。これからも、いろいろ見ますが、ヨハネの福音書をずっと私たちは考えてきました。今日はその最後の部分です。みなさんに結論として、ヨハネの福音書が出している結論が、みなさんの結論になるようにしてください。私は神の子どもです。つまり、「私は幸いな者です。あなたも幸いな者です。今、もし、大変な病気を患っていても関係なく、イエスが光なので私は幸いな者です。光を持っている者です。私は伝道者です」これが結論です。気持ちがついていくか、いかないか、自分で考えたときに、伝道になるかどうか、今まで、どれくらい伝道の実を結んでいるかどうか関係なく、それ以前の問題です。「私は伝道者です。伝道のために召されている者、伝道のために、この光を照らすために神様に召されて生きる、そういう者ですよ」と結論づけられないといけません。今日の一日も、この礼拝も、ご飯を食べるとき、結婚をするとき、相手を選ぶときにも、これから、大学に行って勉強するときにも結論は何でしょう。神の子どもとしての祝福を味わい、伝道者として生きます。これは、みなさんが勝手に変えられるものではありません。「神様はそうではないだろう」と、自分の気持ち次第で勝手に考えてはいけません。聖書が結論として出しているのです。私たちはこれを「アーメン」と信じて受け入れるだけです。ヨハネの福音書が終わっているのに「そうだったのか」がないと困ります。なぜヨハネの福音書が終わるのでしょうか。「そうだったのか、この世の中はどんなに発展し、携帯電話がついていけないくらい、ものすごい発展を遂げても、暗やみに覆われて逃げられないように捕らわれているところなのだ。暗やみの奴隷で、希望のないところなのだ。そこに何か希望を見出してやろうとしているのは勘違いだった。なんていうことをしていたのだろう。どうしたらいいのだろう」。イエスは光として来られました。一つだけなのです。何も要求しないで、ただ、そのイエスを信じれば、暗やみの人生は終わり、神の子どもになる特権が与えられるのです。みなさん、神の子どもとは何なのかわかりますか。一言で言えば「私は幸い。あなたも幸い」なのです。すべてを働かせて益となる、そのような者なのです。もう二度と罪に定められることも、裁かれることも、滅びるなどもありません。いいことばかりです。どのように見るかの問題は残っているのですが、結論はそれだけではありません。神の子どもは、実は今、死んでも構いません。それが神の子どもです。光を私たちが持つようになりました。私たちには能力も才能も良いところもないかもしれません。土の器のようなものであるかもしれません。でも、私の中に宝であるイエス・キリスト、宝を持っているのです。それを覚えていてください。イエスを信じた瞬間、そのような存在に変えられます。それで、自然に、同時に伝道者、王である祭司と変えられるようになったのです。イエスを信じると、だれ一人例外なく伝道者になる、これが結論です。このヨハネの福音書を振り返って、結論を持ってみなさんが、このイエス・キリストにあって、自分の人生を、正しく整理するようにしてください。他の何かに基づいてやると、大変なことになるので、キリスト、イエスにあって人生を、おおまかであっても整理してください。自分はだれであって、人生とはなんなのかと。それから、何があっても揺れることのない、神の子どもとしての確信をしっかり持って、それがみなさんのすべての基礎になるようにしてください。
今朝、出エジプト記を読みましたが、過ぎ越しの祭りの準備を命じながら、このときを月の最初の月にしなさいとおっしゃいました。だから、イスラエルの人は、羊の血を塗ってエジプトから救い出されたそのときから、カレンダーがスタートします。つまり、すべての基礎、すべてのスタートは救いなのです。みなさんが救われて神の子どもである喜び、そのうれしさに確信を持って、それがすべての基礎になるようにしてください。何を決めるときにも、問題が来たときにも、まずは救われた、まずは神の子どもからスタートする、そのような基礎にしないといけません。つまり、神の子どもとしての祝福の確信をしっかり持ってください。それから、伝道者としても、どのような理由があろうが、全部カットして、伝道者としての確信と自負も固いものにしてください。聖書がいっている結論がみなさんにとって結論になったときに、次のイエス・キリストのメッセージが理解できるようになります。他の何かはあなたがたは知らなくてもいいのです。どうすればいいのでしょうか。知らなくてもいいのです。オンリー聖霊が臨まれるとき、力を得て、地の果てにまで証人になります。それは今申し上げました福音書をとおして結論を出しているときに成り立つメッセージなのです。自分が伝道者だという結論がないのに、「聖霊が臨まれるとき…」というのは意味がありません。そのメッセージは、つまり、使徒の働きは結論とともにスタートするのです。イエスを信じて、もう二度と滅びることのない、心配しなくていい神の子どもになりました。「ありがとうございます。うれしいです。感謝です」と同時に、これがないといけません。今までの人生ではなく、伝道者なのです。どのように伝道すればいいか、伝道が何かわからなくてもかまいません。まず、結論が私たちはスタートなのです。だから伝道者なのです。ですから、伝道者としてどうすればいいのか。オンリー聖霊が臨まれるときに、力を受けて、それが私たちの方法であり、鍵であり、私たちが行くべきところなのです。他は知らなくてもいいです。そのとき、伝道者としてどうすればいいでしょうかと問いかけたときの答えが、オンリー聖霊が臨まれるときにです。伝道者は牧師になるということではありません。みなさんの自由が全部、奪われるということではありません。世界で一番、地球上、最高に輝く価値ある人生を生きるということです。これが、まず、どのように伝道するかの前に、みなさんの人生そのものに対しての結論として、まとまるようにしていただきたいと思います。結論のあるクリスチャンとして歩いていただきたいと思います。２部の礼拝も、創世記をまとめます。創世記をとおして結論を出さないといけません。２部の礼拝も参加してください。大切なのはいろいろなことがあり、全部、大事でしょうが、だから、結論がどうなのか、結論が大切なのです。神様が出していらっしゃる、聖書が語っている結論が私たちの結論になって、そこから、スタートしてください。それがないと、スタートできません。だから、いつもデコボコ、行ったり来たりのサイクルなのです。進展が見られず、荒野をグルグル回るだけで、ただ、無情に時間が流れるだけです。そのような人生を終わりにしましょう。結論ある、結論を持つクリスチャンとして新しくスタートしていただきたいと思います。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。ヨハネの福音書をとおして神様は私たちに人生は何なのかという結論を出してくださいました。私たちがそれを自分の結論として「アーメン」と受け入れて動かないものにし、自分の心にしっかり刻み込むことができるように聖霊様が働いてください。その結果、私たちが、その結論に立って、聖霊が臨まれるときに、地の果てにまで証人になるという、最後の祝福のメッセージを握ることができるように、そちらのほうに、目を向けることができるように、一人一人を祝福して、内側からかき乱して祝福してください。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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